
ご
あ
い
さ
つ

中村　法道
長崎県知事

画家　紹介
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中
国
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
の
３
カ
国
が

ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
・
科
学
・
文
化
機
関
）
に
共

同
申
請
し
て
い
た
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
が

日
、
カ
タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
で
開
か
れ

た
世
界
遺
産
委
員
会
で
決
ま
っ
た
。
同
時
に
１
６
０

０
年
前
に
建
設
さ
れ
た
世
界
最
古
の
大
運
河
「
中
国

大
運
河
」
も
登
録
が
決
定
。
こ
れ
で
中
国
国
内
の
世

界
遺
産
は

件
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
関
連
情
報
や
中

国
の
芸
術
文
化
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
文
化
観
光
ウ
ィ
ー
ク
ｉ
ｎ
長
崎
及
び
墨
彩
新
象

～
現
代
中
国
工
筆
絵
画
展
」
が
７
月
４
日
か
ら

日

ま
で
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
な
ど
で
開
か
れ
る
。

　
東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー
、河
南
省
美
術
家
協
会
、

中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
代
表
処
と
長
崎
県
、
長
崎

県
観
光
連
盟
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
が
共
催
。
中

国
河
南
省
の
工
筆
画
家

人
の
作
品
約
２
０
０
点
を

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
で
無
料
公
開
す
る
。
４
日
の

開
幕
式
で
は
中
国
伝
統
芸
能
や
抽
選
会
を
実
施
。
同

日
午
後
に
は
来
日
し
た
河
南
省
美
術
家
協
会
の
画
家

達
と
の
交
流
会
も
開
く
。
５
、
６
日
に
は
長
崎
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
で
変
面
な
ど
の
伝
統
芸
能
、
民
族
楽
器

の
演
奏
等
の
特
別
公
演
、
中
国
世
界
遺
産
・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
パ
ネ
ル
展
等
を
行
い
、
日
中
間
の
芸
術
文
化

交
流
を
通
じ
て
、
観
光
交
流
の
促
進
を
図
る
。

シルクロード文化観光ウィーク㏌長崎及び墨彩新象－現代中国工筆絵画展

≪開幕式≫
日　時：７月４日（金）午前時～午後０時分（予定）
場　所：長崎歴史文化博物館　１Ｆホール
内　容：主催者及び来賓等あいさつ、テープカット、中国芸能の公演、航空

会社等による抽選会等（予定）
≪展示と実演交流≫
展　示：７月４日（金）～日（木）
　　　　午前８時分～午後７時（最終日午後３時まで）
実　演：７月４日（金）午後３時ごろ～
場　所：長崎歴史文化博物館　３階展示室及びホール
≪文化公演≫
日　時：７月５日（土）・６日（日）
場　所：ハウステンボス内ミューズホール
内　容：中国伝統芸能の特別公演、中国世界遺産・シルクロードパネル展、

中国観光情報コーナー等
≪主催団体≫　東京中国文化センター、河南省美術家協会、中国国家観光局

駐日本代表処
≪共　　催≫　長崎県、一般社団法人長崎県観光連盟、長崎歴史文化博物館
≪協　　力≫　河南省旅游局、人民日報海外版日本月刊、中国銀聯国際東京

駐在員事務所、中国東方航空
≪後援団体≫　中華人民共和国駐日本国大使館、中華人民共和国駐長崎総領
事館、新華社日本総局、日本外務省、日本国土交通省観光庁、日本政府観光
局（JNTO）、公益社団法人日中友好協会、日中友好議員連盟、一般社団法
人日中協会、一般財団法人日本中国文化交流協会、一般社団法人日本旅行業
協会、一般社団法人全国旅行業協会、日本華僑華人文学芸術界聯合会

　
こ
の
た
び
東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー
、
河
南

省
美
術
家
協
会
、
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
観

光
代
表
処
の
主
催
に
よ
る
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文

化
観
光
ウ
ィ
ー
ク
ｉ
ｎ
長
崎
及
び
墨
彩
新
象
～

現
代
中
国
工
筆
絵
画
展
』
を
７
月
４
日
か
ら


日
ま
で
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
お
い
て
開
催

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
の
『
美
し
き
中
国
・
文
化
長
安
―

陝
西
書
画
名
家
展
』
に
続
き
２
年
連
続
の
本
県

開
催
と
な
り
、
主
催
者
を
は
じ
め
ご
関
係
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
日
中
両
国
は
「
一
衣
帯
水
」
の
間
に

あ
る
隣
国
で
あ
り
、
古
代
に
お
い
て
は
遣
唐
使

船
の
寄
港
地
、
近
世
に
お
け
る
交
易
の
窓
口
、

近
代
で
は
梅
屋
庄
吉
と
孫
文
先
生
の
真
心
の
交

流
の
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
長
崎
県
は
今
日
ま

で
中
国
と
の
交
流
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
催
し
で
は
、
中
国
の
著
名
な
工
筆
画

家
の
作
品
約
２
０
０
点
の
展
示
、
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
に
お
け
る
「
変
面
」
等
の
中
国
伝
統
芸
能

の
公
演
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
日
中
間

の
文
化
観
光
交
流
の
促
進
の
み
な
ら
ず
、
両
国

民
の
相
互
理
解
と
心
の
交
流
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
と
確
信
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
催
し
の
開
催
に
あ
た
り
、
中
国
の
ご

関
係
の
皆
様
の
ご
来
県
を
熱
烈
歓
迎
い
た
し
ま

す
と
も
に
、
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
を
賜
り
ま

し
た
主
催
者
並
び
に
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本

国
大
使
館
や
駐
長
崎
総
領
事
館
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
の
皆
様
に
重
ね
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

河南省　漢魏洛陽城遺跡
中国古代の都市の中で、都が置かれた期間が最も長
く、規模が最も大きい都城。東周、後漢、魏、晋、
北魏などの王朝が都を置いた

河南省　新安漢函谷関遺跡
河南省西部にあった関所で長安・洛陽間の要衝。現
在の霊宝県にあったが、漢の武帝の時、東方の新安
県に移した

陝
西
省
　
小
雁
塔

西
安
市
の
市
街
南
方
に
あ
る
唐
代
建
築
の
遺
構
。
慈
恩
寺
の
大
雁
塔
よ
り
小
さ

い
の
で
小
雁
塔
と
名
付
け
ら
れ
た

陝
西
省
　
興
教
寺
塔

西
安
市
の
南
郊

㌔
㍍
に
あ
る
仏
教
寺
院
、
興
教
寺
の
中
に
あ
る
玄
奘
三
蔵

の
遺
骨
を
保
存
す
る
五
層
の
舎
利
塔

　
喬
枕
石
　
河
南
省
美
術
家
協
会
会

員
、
河
南
省
美
術
家
協
会
工
筆
画
芸

委
員
会
委
員
、中
国
国
画
院
副
院
長
、

北
京
京
華
蘭
亭
書
画
院
名
誉
院
長
、

《
渓
山
秋
韻
》
が
河
南
省
第
二
回
中

国
画
芸
術
展
佳
作
賞
、《
白
雲
幽
居
》

が
河
南
省
第
五
回
中
国
画
芸
術
展
に

出
展
及
び
賞
を
受
賞
。

　
宋
威
　
中
国
美
術
家
協
会
会
員
、
許
昌
学
院
美
術
学

院
、
国
画
教
研
究
室
長
。
作
品
の
多
く
が
国
家
級
、
省

級
展
覧
会
に
出
展
。
《
拉
卜
楞
印
象
祈
福
》
が
全
国
第

二
回
線
描
展
ま
た
全
国
第
八
回
工
筆
画
展
に
入
選
。

《
祥
雲
》
が
河
南
省
第
十
一
回
美
術
展
金
賞
を
受
賞
。

　
李
尚
昱
　
中
国
美
術
家
協
会

会
員
、
河
南
省
当
代
青
年
書
画

院
副
院
長
、
河
南
省
美
術
家
協

会
花
鳥
画
芸
委
員
会
委
員
、
河

南
省
美
術
家
協
会
工
筆
画
芸
委

員
会
委
員
、
河
南
省
美
術
家
協

会
山
水
画
芸
委
員
会
委
員
、
周

口
市
美
術
家
協
会
副
主
席
。

　
賈
靚
　
河
南
省
美
術
家
協

会
会
員
、
河
南
省
書
道
家
協

会
会
員
、
周
口
市
美
術
家
協

会
理
事
、
周
口
市
川
滙
区
美

術
家
協
会
副
主
席
。
河
南
省

第
五
回
婦
女
書
画
大
会
一
等

賞
を
受
賞
、
河
南
省
第
十
一

回
美
術
展
三
等
賞
を
受
賞
。

　
陳
政
　
河
南
大
学
芸
術
学
院
美
術
学
分
院
副
院
長
、

副
教
授
、
修
士
研
究
生
講
師
。
作
品
が
第
十
一
回
河
南

省
芸
術
作
品
展
に
入
選
及
び
銅
賞
を
受
賞
、
河
南
省
第

十
一
回
中
国
画
芸
術
展
に
出
展
及
び
賞
を
受
賞
。

　
李
海
涛
　
中
国
美
術
家
協
会
会
員
、
中
国
工
筆
画
学

会
会
員
、
中
国
現
代
芸
術
研
究
院
画
家
、
河
南
省
書
画

院
特
聘
画
家
、
河
南
省
美
術
家
協
会
工
筆
画
芸
術
委
員

会
副
秘
書
長
。
出
版
に
《
蘭
花
線
描
集
》
、
《
荷
花
線

描
集
》
、
《
名
家
線
描
竹
》
、
《
中
国
工
筆
画
家
精
品

集
》
、
《
当
代
中
国
画
名
家
作
品
集
》
等
が
有
る
。

　
郭
伊
濱
　
中
国
美
術
家
協
会
会
員
、
中
国
工
筆
画
協

会
会
員
、
国
家
行
政
学
院
書
画
院
特
聘
画
家
、
文
化
部

現
代
工
筆
画
院
画
家
。
《
一
池
春
水
喜
先
知
》
が
全
国

初
回
現
代
工
筆
画
大
展
に
入
選
、
優
秀
賞
を
受
賞
。

《
版
納
風
情
》
が
全
国
第
二
回
線
描
展
に
入
選
、
《
飛

瀑
唱
新
春
》
が
全
国
第
八
回
工
筆
画
大
展
に
入
選
、
銅

賞
を
受
賞
。

　
楊
紅
霞
　
河
南
省
美
術
家

協
会
会
員
、
省
女
子
書
画
研

究
会
会
員
。
主
に
工
筆
画
の

創
作
に
携
わ
り
、
こ
れ
ま
で

全
国
及
び
省
級
の
美
術
展
に

多
数
出
展
。
連
環
画
《
光
明

浄
土
》
が
第
九
回
全
国
美
術

展
に
入
選
。

　
陳
文
利
　
中
国
美
術
家
協
会
会
員
、
許
昌
学
院
工
筆

画
研
究
所
所
長
、
美
術
学
院
副
院
長
、
教
授
、
河
南
省

美
術
家
協
会
理
事
、
河
南
省
美
術
家
協
会
工
筆
画
芸
術

委
員
会
副
主
任
、
許
昌
市
第
五
届
政
協
委
員
、
許
昌
市

青
聯
副
主
席
、
許
昌
市
美
術
家
協
会
副
主
席
。
作
品

《
初
夏
》
が
河
南
省
第
八
回
花
鳥
画
展
で
二
等
賞
を
受

賞
、
《
一
年
好
景
》
が
全
国
第
九
回
美
術
展
に
出
展
及

び
銅
賞
を
受
賞
。

　
白
偉
国
　
中
国
工
筆
画
学
会
会
員
、
河
南
省
美
術
家

協
会
会
員
、
河
南
省
国
画
家
協
会
会
員
、
河
南
省
書
画

院
特
聘
画
家
、
河
南
省
美
術
家
協
会
工
筆
画
芸
術
委
員

会
委
員
。
作
品
《
嫩
色
葱
葱
不
染
埃
》
が
河
南
省
第
十

回
美
術
作
品
展
に
出
展
、
《
岭
南
記
憶
》
が
全
国
中
国

工
筆
画
展
に
出
展
。

　閻志偉　中国美術
家協会会員、河南省
美術家協会工筆画芸
委員会委員、作品
《花石網伝奇－御園
軼事》が全国第六回
工筆画大展に入選、
優秀作品賞を受賞。

　
範
向
輝
　
河
南
省
美
術
家

協
会
会
員
、
開
封
市
美
術
家

協
会
常
務
理
事
、
開
封
市
書

画
院
特
聘
画
家
。
第
十
一
回

全
国
美
術
展
河
南
展
区
金
賞

等
、
全
国
省
市
級
の
展
覧
会

で
賞
を
受
賞
。

　
楊
健
生
　
中
国
美
術
家
協
会
会
員
、
文
化
部
中
外
文

化
交
流
中
心
国
韻
文
華
書
画
院
芸
術
委
員
会
秘
書
長
、

河
南
省
美
術
家
協
会
理
事
、
河
南
省
美
術
家
協
会
工
筆

画
芸
術
委
員
会
主
任
兼
秘
書
長
、
河
南
大
学
芸
術
学
院

美
術
学
分
院
副
院
長
、
副
教
授
。
作
品
《

上
雪
》

《
靚
秋
》
《
光
明
浄
土
》
等
が
そ
れ
ぞ
れ
第
八
回
、
第

九
回
、
第
十
回
全
国
美
術
作
品
展
に
出
展
。

　田笑　中国美術家協
会会員、河南省美術家
協会工筆画芸委員会委
員、人物画委員会委員。
作品が第二回中国人物
画展、全国第六回、七
回工筆画大展、中国画
展等に入選。

　
呉
氷
　
河
南
省
美
術
家
協

会
会
員
、
河
南
省
工
芸
美
術

院
教
授
、作
品《
天
辺
の
雲
》

が
河
南
省
第
十
回
美
術
作
品

展
銀
賞
、
河
南
省
初
回
中
国

工
筆
画
芸
術
大
展
銅
賞
を
受

賞
。

　
王
亜
平
　
河
南
省
美
術
家

協
会
会
員
、
洛
陽
師
範
学
院

美
術
学
院
講
師
。
作
品
《
游

園
驚
夢
》
が
河
南
省
第
二
回

工
筆
画
大
展
に
入
選
、
一
等

賞
を
受
賞
。
《
秋
風
行
》
が

全
国
初
回
現
代
工
筆
画
大
展

に
入
選
。

　
馬
嶺
　
中
国
美
術
家
協
会
会
員
、
河
南
大
学
芸
術
学

院
教
授
、
河
南
省
美
術
家
協
会
副
主
席
、
河
南
省
美
術

家
協
会
教
育
芸
術
委
員
会
主
任
。作
品《
春
天
来
了
》、

《
歴
代
愛
情
故
事
大
観
》
、
《
浴
日
》
、
《
唐
人
詩
意

図

使
至
塞
上
》
が
そ
れ
ぞ
れ
第
六
回
、
第
七
回
、

第
八
回
、
第
十
回
全
国
美
術
展
に
出
展
。
《
夜
曲
》
が

中
国
共
産
党
成
立

周
年
記
念
全
国
美
術
展
に
出
展
。

出
版
に
《
書
情
画
意
》
等
多
数
あ
る
。

　皺東昇　中国美術家
協会会員、中国工筆画
学会会員、河南信陽師
範学院美術学院副教
授、副院長、河南省人
物画芸委会委員、省書
画院特聘画家、信陽市
美術家協会副主席。

　
代
礼
勝
　
河
南
省
美
術
家
協
会
会
員
、
河
南
省
書
画

院
特
聘
画
家
、
河
南
省
華
僑
書
画
院
特
聘
画
家
、
許
昌

学
院
美
術
学
院
講
師
。
作
品
《
金
風
掠
過
吉
祥
地
》
が

全
国
初
回
工
筆
画
大
展
に
入
選
、
《
珠
韻
》
が
全
国
第

二
回
線
描
芸
術
展
に
入
選
、
《
故
郷
の
歌
》
が
全
国
第

八
回
工
筆
画
大
展
に
入
選
、
《
漂
香
季
節
》
が
中
国
工

筆
画
展
に
入
選
。

　
瀋
克
明
　
中
国
美
術
家
協
会
会
員
、
中
国
美
術
家
協

会
河
南
創
作
セ
ン
タ
ー
創
作
室
長
、
文
化
部
華
夏
文
化

遺
産
保
護
セ
ン
タ
ー
書
画
委
員
会
委
員
、
中
国
文
芸
家

書
画
院
副
院
長
、
北
京
東
方
大
学
、
広
西
師
範
大
学
特

聘
教
授
、
国
家
一
級
美
術
師
。
作
品
が
第
三
回
、
第
五

回
全
国
体
育
美
術
展
、
建
党
八
十
周
年
記
念
全
国
美
術

展
に
入
選
。出
版
に《
中
国
当
代
著
名
画
家
個
案
研
究
、

瀋
克
明
重
彩
人
物
》
等
が
あ
る
。


